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〇
　
は
じ
め
に

埼
玉
県
が
所
有
す
る
リ
フ
ト
付
き

大
型
バ
ス
（
お
お
ぞ
ら
号
）
の
運
行

終
了
と
障
害
者
保
養
施
設
伊
豆
潮
風

館
の
廃
止
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
障
害
者
団
体
、
障
害
当
事

者
（
特
に
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
肢

体
障
害
者
）
に
と
っ
て
は
、
お
お
ぞ

ら
号
は
社
会
参
加
、
仲
間
と
の
交
流
、

研
修
で
の
外
出
と
移
動
の
利
用
等
で

必
要
不
可
欠
な
交
通
手
段
で
す
。
民

間
バ
ス
で
は
そ
の
よ
う
な
リ
フ
ト
付

き
バ
ス
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
利
用

料
金
は
一
般
の
貸
切
バ
ス
の
1.5
倍
に

な
り
ま
す
。
高
額
で
障
害
者
団
体
が

負
担
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
伊
豆
潮
風
館
に
つ
い
て
も

令
和
９
年
度
末
で
廃
止
で
す
。
多
く

の
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
な
ど
が
保

養
、
観
光
、
会
議
な
ど
で
利
用
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
県
内
か
ら
の
送

迎
バ
ス
が
出
る
こ
と
も
利
便
性
を
高

め
て
い
ま
す
。

運
転
手
不
足
の
問
題
、
老
朽
化
に

よ
る
多
額
の
維
持
管
理
経
費
な
ど
が
、

運
行
終
了
、
廃
止
の
理
由
で
す
が
、

埼
玉
県
が
他
県
に
誇
れ
る
先
進
的
な

事
業
と
し
て
、
継
続
・
存
続
を
大
野

知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。
要
望
内
容

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

リ
フ
ト
付
き
大
型
バ
ス
お
お
ぞ
ら
号
及
び

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
県
障
害
者
協
議
会　

代
表
理
事　

田た

中な
か　

一
は
じ
め

〈
大
野
知
事
と
の
面
会
〉

障
害
者
保
養
施
設
伊
豆
潮
風
館
の

事
業
継
続
を
知
事
に
要
望
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1　
リ
フ
ト
付
き
大
型
バ
ス（
お
お
ぞ
ら

号
）の
運
行
継
続
・
存
続
を
求
め
ま
す

⑴　

障
害
者
団
体
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
、

肢
体
障
害
者
に
と
っ
て
お
お
ぞ
ら
号
は

社
会
参
加
を
支
援
す
る
大
切
な
県
単
事

業
で
す
。

障
害
者
の
社
会
参
加
の
支
援
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
存
続

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

特
に
障
害
者
団
体
、
車
い
す
ユ
ー
ザ

ー
や
肢
体
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
お
お

ぞ
ら
号
が
運
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交

流
・
ふ
れ
あ
い
の
機
会
や
多
様
な
研
修

機
会
に
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

⑵　

民
間
の
貸
切
バ
ス
会
社
が
お
お
ぞ
ら

号
に
変
わ
る
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

民
間
旅
行
会
社
に
よ
る
障
害
者
向
け

バ
ス
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

高
額
で
あ
り
負
担
が
あ
ま
り
に
も
大
き

す
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
個
人
利
用
で
は
な
く
障
害
者

団
体
の
社
会
参
加
、
施
設
見
学
、
障
害

者
団
体
と
の
交
流
、
研
修
先
訪
問
な
ど

多
様
な
使
い
方
で
お
お
ぞ
ら
号
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
利
用
は
お

お
ぞ
ら
号
だ
か
ら
で
き
る
も
の
で
す
。

⑶　

運
転
手
不
足
等
の
理
由
で
お
お
ぞ
ら

号
が
終
了
す
る
の
は
障
害
者
福
祉
の
後

退
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

運
転
手
不
足
で
運
行
が
困
難
と
し
て

い
ま
す
が
、
障
害
者
団
体
、
障
害
者
の

社
会
参
加
を
保
障
す
る
施
策
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
総
動
員
し
て
継
続
を

望
み
ま
す
。

⑷　

50
年
以
上
経
て
も
そ
の
役
割
は
継
続

し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
社
会
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
道
半

ば
で
あ
り
、
こ
の
事
業
の
終
了
に
結
び

つ
く
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

2　
伊
豆
潮
風
館
を
廃
止
す
る
の
で
は
な

く
、存
続
・
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い

お
お
ぞ
ら
号
の
運
行
継
続
も
含
め
、
伊

豆
潮
風
館
の
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
障

害
者
の
社
会
参
加
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
障
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
生
活

実
態
を
考
慮
す
る
と
、
廃
止
で
は
な
く
存

続
・
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
ろ
後
６
か
月
余
り
、
伊
豆
潮
風
館
は
令

和
10
年
３
月
末
で
廃
止
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
二
つ
の
事
業
の
課
題
・
問
題
点

な
ど
を
協
議
、
意
見
交
換
が
で
き
る
障
害

当
事
者
、
利
用
団
体
と
の
協
議
の
場
を
早

急
に
設
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し

ま
す
。

〇　
知
事
と
の
面
談

去
る
７
月
８
日
、
知
事
と
面
談
、
お
お

ぞ
ら
号
と
伊
豆
潮
風
館
の
事
業
継
続
に
つ

い
て
要
望
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
、「
今
日
、
社
会
全
体
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
み
、
民
間
に
よ
る

障
害
者
向
け
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
始
ま
っ
て
き
て
い

る
。
昨
今
の
バ
ス
運
転
手
不
足
に
よ
り
運

行
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、

民
間
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
宿
泊
施
設

も
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
継
続

す
る
必
要
性
は
薄
ら
い
で
き
て
い
る
。」

と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
二
つ

の
事
業
の
継
続
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
支
援
と
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

3　
障
害
当
事
者
、
利
用
団
体
と
の
協

議
の
場
の
設
置

お
お
ぞ
ら
号
は
運
行
終
了
ま
で
残
す
と

〈リフト付き大型バス おおぞら号〉

〈伊豆潮風館〉 ©埼玉県伊豆潮風館ＨＰより
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令
和
７
年
６
月
19
日
（
木
）
に
、

埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
調

理
室
に
て
、「
埼
玉
県
障
害
難
病

団
体
協
議
会（
略
称：障
難
協
）」と
、

そ
の
加
盟
団
体
で
あ
る「
日
本
て

ん
か
ん
協
会
埼
玉
県
支
部
」
の
共

同
開
催
で
、当
支
部
会
員・栄
養
士

の
久
保
木
順
子
さ
ん
の
指
導
の
下
、

料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、『
簡
単
な
の
に

本
格
的
な
カ
レ
ー
』
の
調
理
。

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
は
、

①　

調
味
料
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ

と
カ
レ
ー
粉
の
み
を
使
う

「
具
材
た
っ
ぷ
り
ド
ラ
イ
カ

レ
ー
」

②　

大
根
・
セ
ロ
リ
・
り
ん

ご
を
使
っ
た
レ
モ
ン
風
味
の

さ
わ
や
か
な
「
レ
ム
ラ
ー
ド

風
サ
ラ
ダ
」

③　

マ
ン
ゴ
ー
・
バ
ナ
ナ
・

ヨ
ー
グ
ル
ト
で
作
っ
た
冷
た

い
「
ス
ム
ー
ジ
ー
」

の
、
三
品
で
す
。

ど
れ
も
美
味
し
く
短
時
間
で
作
れ

る
の
で
、
暑
い
夏
の
キ
ッ
チ
ン
に
は

も
っ
て
こ
い
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
出

来
上
が
っ
た
料
理
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
参
加
者
11
名
の
皆
さ
ん
で
楽
し

く
交
流
の
時
間
が
持
て
ま
し
た
。

《
皆
様
の
お
声
・
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
の
感
想
》

◎
美
味
し
か
っ
た
。
カ
レ
ー
は
カ
ロ

リ
ー
が
多
い
が
、
今
日
の
カ
レ
ー
は

豆
類
が
多
く
健
康
的
な
料
理
で
良
か

っ
た
。

◎
自
分
で
は
作
ら
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で

と
て
も
簡
単
で
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
と
一
緒
に
食
べ
ら
れ
て
、
嬉

し
い
で
す
。

◎
簡
単
で
美
味
し
か
っ
た
。
い
つ
も

自
分
で
は
使
わ
な
い
材
料
を
、
使
っ

て
い
た
。
自
分
で
も
使
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
サ
ラ
ダ
も
今
ま
で

作
っ
た
こ
と
の
な
い
タ
イ
プ
の
サ
ラ

ダ
で
ど
ん
な
味
に
な
る
か
（
作
っ
て

い
て
）
楽
し
み
で
し
た
。

◎
カ
レ
ー
ル
ウ
を
使
っ
て
い
な
い
の

で
あ
っ
さ
り
と
し
て
食
べ
や
す
か
っ

た
で
す
。
豆
の
カ
レ
ー
は
初
め
て
作

っ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
。
食
後

の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◎
カ
レ
ー
も
野
菜
が
多
く
お
い
し
か

っ
た
。

◎
今
日
も
わ
き
あ
い
あ
い
楽
し
く
、

時
短
料
理
で
楽
で
し
た
。

み
ん
な
の
集
い　
料
理
教
室

楽
し
か
っ
た
！　
お
い
し
か
っ
た
！

一
般
社
団
法
人　

埼
玉
県
障
害
難
病
団
体
協
議
会
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日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
埼
玉
県
支
部

７
月
14
日
（
土
）、
川
口
市
川

口
メ
デ
ィ
ア
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に

て
、
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
埼
玉

県
支
部
と
埼
玉
県
障
害
者
協
議
会

と
の
共
催
に
よ
る
医
療
講
習
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
十
束
英
志
先
生

（
健
身
会
大
袋
病
院
）
の
「
が
ん

治
療
現
状
と
新
し
い
知
見
」、
続

い
て
、
第
二
部
は
岡
田
純
子
先
生

（
流
山
中
央
病
院
皮
膚
・
排
泄
ケ

ア
特
定
認
定
看
護
師
）
に
よ
る

「
老
化
お
よ
び
認
知
機
能
低
下
と

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
」
と
２
つ
の
テ
ー

マ
で
す
。

日
の
講
習
会
が
実
り
多
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
心
よ
り
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。
貴
団
体
の
日
頃
か
ら
当
協
議

会
に
対
す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
研

修
会
参
加
者
、
各
位
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。」

が
ん
の
再
発
と
は
手
術
、
化
学
療

法
、
放
射
線
療
法
で
消
滅
し
た
と
思

わ
れ
た
腫
瘍
細
胞
が
、
目
（
画
像
）

に
見
え
な
い
か
た
ち
で
残
っ
て
い
て

時
間
を
お
い
て
発
育
す
る
病
態
で
あ

り
ま
す
。

が
ん
の
三
大
療
法
は
、
外
科
治

療
・
放
射
線
・
化
学
療
法
で
、
外
科

治
療
で
は
術
式
の
縮
小
化
が
進
み
、

免
疫
療
法
の
研
究
も
進
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
話
題
は
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が
と

り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
帯
状
疱
疹
の
概
要
は
次
の
通
り
で

す
。病

態
は
神
経
に
沿
っ
た
帯
状
の
水

疱
で
、
小
児
期
に
罹
っ
た
水
痘
（
水

ぼ
う
そ
う
）
の
病
原
体
が
神
経
内
に

残
存
し
、
過
労
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に

よ
る
抵
抗
力
低
下
時
に
活
性
化
し
て

発
症
す
る
も
の
で
す
。
水
痘
経
験
者

な
ら
誰
で
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、
他
人
へ
感
染
力
は
弱
い

も
の
で
す
。
帯
状
疱
疹
は
何
度
で
も

発
症
す
る
病
気
で
す
。
予
防
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。

川
口
医
療
講
習
会
報
告

会
場
に
は
、
52
名
の
会
員
、
医
療

関
係
者
が
参
加
さ
れ
、
活
発
な
質
疑

応
答
も
あ
り
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
賛
助
会
員
の
装
具
業

者
も
６
社
の
方
が
参
加
い
た
だ
き
製

品
の
展
示
説
明
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
埼
玉
県
障
害
者
協
議
会

代
表
理
事
田
中
一
様
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
披
露
し
ま
し
た
。

「
埼
玉
県
委
託
事
業
啓
発
交
流
事

業
、
地
区
研
修
会
医
療
講
習
会
が
川

口
市
で
盛
大
に
開
催
で
き
る
こ
と
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
研
修
会
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
社

会
復
帰
や
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指

し
て
医
療
に
関
す
る
講
演
等
を
行
な

う
も
の
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
本

第
一
部
の
講
演
は
「
が
ん
治
療
現

状
と
新
し
い
知
見
」
に
つ
い
て
で
す
。

現
代
の
死
因
ラ
ン
キ
ン
グ
は
悪
性

新
生
物
、
い
わ
ゆ
る
、
が
ん
が
依
然

第
一
位
で
あ
り
、
年
代
別
で
も
、
40

代
か
ら
80
代
ま
で
は
、
第
一
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

発
が
ん
の
原
因
は
、
日
常
発
生
す

る
が
ん
を
、
免
疫
力
が
元
気
な
ら
が

ん
を
撲
滅
、
免
疫
力
が
低
下
す
る
と

が
ん
が
発
育
し
ま
す
。
発
が
ん
物
質

は
種
々
多
様
で
、
各
種
が
ん
の
発
が

ん
物
質
は
一
覧
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

葛か
っ

西さ
い　

誠
ま
こ
と
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ど
忘
れ
と
は
、
記
憶
の
過
程
の
う

ち
、
想
起
（
過
去
の
経
験
や
記
憶
を

思
い
出
す
こ
と
）
す
る
働
き
が
思
う

よ
う
に
で
き
な
い
こ
と
で
、
老
眼
鏡

が
欲
し
く
な
る
年
代
に
一
致
し
て
い

ま
す
。

記
憶
の
３
つ
の
過
程
は
、

①
記
銘
力
（
新
し
い

情
報
を
覚
え
こ
む
）

②
保
持
（
記
銘
を
脳
に
記
録
す
る
）

③
想
起
（
必
要
時
に
意
識
に
引
き
出

す
、
想
起
さ
れ
た
物
事
に
間
違
い
が

な
い
か
無
意
識
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
）

３
段
階
で
す
。

障
害
物
を
認
識
し
て
か
ら
、
ブ
レ

ー
キ
を
踏
む
ま
で
の
突
発
的
な
何
か

に
反
応
す
る
時
間
や
反
射
的
な
行
動

は
老
化
と
と
も
に
難
し
く
な
る
。
老

化
に
よ
る
衰
え
は
普
通
で
す
が
、
老

化
を
遅
ら
す
こ
と
は
今
か
ら
で
も
で

き
る
対
策
は
あ
り
ま
す
。
認
知
予
備

能
、
認
知
的
活
動
を
意
識
す
る
こ
と

や
メ
モ
や
予
定
表
日
記
の
活
用
す
る

こ
と
で
す
。
認
知
予
備
能
と
い
う
の

は
、
老
化
に
伴
う
変
化
に
適
応
す
る

能
力
の
基
盤
で
あ
り
、
認
知
機
能
の

第
二
部
は
「
老
化
お
よ
び
認
知
機

能
低
下
と
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
」
に
つ
い

て
で
す
。

老
化
は
何
歳
か
ら
か
の
一
律
な
定

義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
65
～
74
歳
で
は

心
身
の
健
康
が
保
た
れ
て
お
り
、
活

発
な
社
会
活
動
が
可
能
な
人
が
大
多

数
で
、
日
本
老
年
学
会
の
老
化
現
象

に
関
す
る
経
年
的
変
化
を
検
討
し
た

結
果
、
従
来
の
65
歳
以
上
を
高
齢
者

と
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
意
見
が
強

く
な
っ
て
い
て
、
75
歳
以
上
を
高
齢

者
の
新
た
な
定
義
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。

認
知
機
能
と
は
、
理
解
、
判
断
、

論
理
な
ど
の
知
的
機
能
で
、
五
感

（
視
、
聴
、
触
、
嗅
、
味
）
を
通
じ

て
外
部
か
ら
入
っ
て
き
た
情
報
か
ら

物
事
や
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
認
識
、
自
由
に
言
葉
を
話
し
、
計

算
や
学
習
し
、
記
憶
し
て
問
題
解
決

の
た
め
深
く
考
え
る
機
能
で
す
。

認
知
機
能
の
低
下
と
は
、
記
憶
、

注
意
、
言
語
、
実
行
機
能
と
い
っ
た

認
知
機
能
に
関
わ
る
能
力
が
低
下
し

て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

変
化
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
認

知
機
能
の
維
持
や
生
活
の
質
の
維
持

が
重
要
な
役
割
を
持
ち
ま
す
。

老
化
が
認
知
機
能
に
影
響
を
与
え

る
要
因
は
、
生
活
習
慣
が
有
り
ま
す
。

運
動
は
注
意
力
や
記
憶
力
を
支
え
る

海
馬
に
影
響
し
、
食
事
は
脳
の
血
流

を
促
進
し
、
睡
眠
は
記
憶
力
や
情
報

処
理
能
力
に
重
要
で
、
睡
眠
の
質
が

低
い
、
睡
眠
不
足
は
注
意
力
や
記
憶

力
に
悪
影
響
、
認
知
症
リ
ス
ク
を
増

加
さ
せ
ま
す
。

認
知
的
活
動
に
は
２
種
類
あ
っ
て

①
個
人
的
活
動
は
、
読
書
や
書
き
物
、

パ
ズ
ル
、
音
楽
鑑
賞
、
芸
術
鑑
賞
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

②
社
会
的
活
動
は
、
家
族
や
友
人
と

の
交
流
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
、
趣

味
や
グ
ル
ー
プ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
自
治
会
活
動
な
ど
が
あ
り

認
知
機
能
に
影
響
し
ま
す
。

要
は
、
外
交
的
、
内
向
的
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
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６
月
25
日
（
水
）
比
企
郡
滑
川
町

和
泉
所
在
の
障
害
者
支
援
施
設
「
養

護
園
滑
川
」
二
階
食
堂
・
談
話
室
に

お
い
て
、
令
和
７
年
度
障
害
者
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
実
施
事
業

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

施
設
側
岡
田
幸
江
施
設
長
以
下
、

入
所
者
37
名
・
職
員
20
名
・
家
族
等

20
名
の
計
77
名
の
方
々
が
、
我
々
12

名
（
実
行
委
員
等
６
名
・
オ
ス
ト
ミ

ー
協
会
３
名
・
狭
山
カ
ー
レ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
３
名
）
を
、
お
赤
飯
を
盛
り
合

わ
せ
た
昼
食
ま
で
用
意
さ
れ
て
明
る

く
楽
し
み
に
迎
え
て
頂
き
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

「
養
護
園
滑
川
会
場
」を
開
催
し
て

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
実
行
委
員
長

八や

木ぎ

田た　

吉よ
し

成な
り

「
少
し
で
も
体
を
動
か
そ
う
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
ハ
ン
ド
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
・
輪
投
げ
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
カ
ー
レ

ッ
ト
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
個
人
種
目
、

更
に
全
員
参
加
の
団
体
競
技
「
大
玉

送
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

併
せ
て
実
施
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
押
印
さ
れ
た
際
の
、
う
れ
し
そ
う

な
表
情
を
見
る
と
参
加
し
た
方
々
が

我
々
の
想
像
以
上
に
心
か
ら
楽
し
ん

で
い
る
の
を
身
に
し
み
て
感
じ
な
が

ら
、
体
を
動
か
し
共
に
汗
を
流
し
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。

事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
し
「
ま

た
楽
し
み
に
待
っ
て
る
か
ら
来
て

ね
！
」
の
一
言
を
糧
に
、
ほ
ん
の
少

し
で
す
が
皆
さ
ん
が
明
る
く
・
楽
し

く
・
元
気
よ
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

頂
い
た
事
と
思
わ
れ
、
次
回
も
ま
た

頑
張
ろ
う
と
決
意
致
し
ま
し
た
。
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事務所のある団体交流室の20年物の冷蔵庫が壊れてきたため、購入資
金の足しにするために、バザーを開催することになりました。初めての試みですが、
関係者の皆さんの協力で、現在続々と商品が集まっています。中には結構レアなもの
もありそうです。興味のある方はぜひ10/５埼玉県障害者交流センターで開催の「埼
玉障害者まつり」館内の「団体交流室バザー」にお立ち寄りください。� 〈郷古〉

編集後記

日 時：令和７年11月６日（木）１４：００～１５：３０

会 場：埼玉県障害者交流センター　体育館

まずは椅子に座りながら簡単にできるストレッチで気持ちよく体をほぐし、後半は、初心者でも楽
しめる卓上カーリング「カーレット」を皆で体験して楽しく交流しましょう。

リラックススポーツを楽しもう ２

令和７年度　障害者レクリエーション活動等実施事業

（共催：埼玉県膠原病友の会）

ご参加希望の方は、下記の連絡先にお申込ください。� 申込締切日：令和７年10月28日（火）

埼
さい

玉
たま

県
けん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

協
きょう

議
ぎ

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

　 📞048－830－0707　✉ ssk080321@bz03.plala.or. jp

当日は
体育館履きを
ご持参ください

埼
玉
新
聞
よ
り

埼玉県の保有するリフト付き大型バス「おおぞ

ら号」の運行について

埼玉新聞から取材を受けた記事が

９月１１日の埼玉新聞に掲載されました。


